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中点連結定理により

　　　　　&%645，&$635，$%643

△$%&�において，点�$�から辺�%&�に下ろした垂線を�

$'�とすると，&%645�から

　　　　　　　$'�45

よって，直線�$'�は辺�45�の垂直二等分線である。

同様に，△$%&�において，点�%，&�からその向かい合う

１

辺に下ろした

垂線を，それぞれ�%(，&)�とすると

　　　　　　　%(�53，&)�34

したがって，△$%&�の各頂点からその向かい合う辺に下ろした���本の垂線は，

△345�の各辺の垂直二等分線と一致し，△345�の外心で交わる。

3�は，�%�の外角，�&�の外角の二等分線上の点であるから２

　　　　　3) 3'，3' 3(

よって　　3) 3(

したがって，3�は��$�の二等分線上にある。

���　△$%&�にチェバの定理を用いると３
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　%' '&�より，点�'�は辺�%&�の中点である。

　よって，��本の中線�$'，%)，&(�は���点�*�で交わる。

���　△$%'�と�直線�(&�にメネラウスの定理を用いると
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　�%$' ������� ����であるから

　　　　　　D ��������� ����  ���

���　�$&% ��������� ����  ���

　�3$% �$&%，�3%$ �$&%�であるから

　　　　　　D ��������� ����  ���

2 2�

$

%

& '

3

4 (

四角形�$&43�は円に内接するから

　　　　　�$&4 �%34

また，四角形�34'%�も円に内接するから，右の図の

ように，�%'4�の外角を��%'(�とすると

　　　　　�%34 �%'(

よって　　�$&4 �%'(
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同位角が等しいから　　$&6%'
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右の図のように，点�3�における���つの円の共通接線を�

()�とする。

円の接線と弦の作る角の性質により

　　　　　�(3$ �$&3

　　　　　�)3% �%'3

�(3$ �)3%�であるから

　　　　　�$&3 �%'3
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錯角が等しいから　　$&6'%
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①　点�$�を通り，直線�$%�と異なる半直線�@を

　引く。

②　線分�$%�の�%�を越える延長上に�%& D�となる

　ように点�&�をとり，@上に�$' D�となるように

　点�'�をとる。

③　&�を通り，直線�%'�に平行な直線を引き，@

　との交点を�(�とする。線分�'(�が求める線分で

７

　ある。

'( [�とすると，%'6&(�から

　　　�：D D：[　すなわち　[ �D

よって，線分�'(�は長さ� �D �の線分である。
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���　$'�は�$�の二等分線であるから
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���　%,�は��%�の二等分線であるから
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　方べきの定理により
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